
Made in Japanの履き心地とデザイン性を追求するタビオが

東日本大震災の復興支援活動「タイヨウプロジェクト」の期間限定ショップにて、

靴下8種類・140点を販売

Made in Japan ならではの繊細な履き心地とデザイン性を兼ね備えた靴下を製造・販売するタビオ株式会社（本社：大阪
市浪速区、代表取締役社長：越智勝寛、以下タビオ）は、東日本大震災の復興支援活動「タイヨウプロジェクト」に特別協
力をし、2011年11月1日（火）～7日（月）、丸の内オアゾ１階○○（おお）広場に登場する期間限定ショップで、エイブルアー
ト・カンパニーの登録作家（知的・身体・精神障害のあるアーティスト）が「タイヨウ」をキーワードに描いた絵をプリントした
靴下8種類・140点を販売いたします。

タビオでは、靴下は足を守るだけでな、く比較的安価におしゃれを楽しめるファッションアイテムとして、人の気持ちを明る
くしたり、笑顔を生んだりする力のあるものだと考えています。タビオの靴下は、繊細な履き心地をつくるために長年の経
験と技術を積んできた日本の職人たちによって、ひとつひとつ丁寧に編まれ、Made in Japanの履き心地とデザイン性は、
ファッションの本場パリ、ロンドンでも高い評価を得ています。

■期間限定ショップについて■期間限定ショップについて■期間限定ショップについて■期間限定ショップについて
5月以降、エイブルアート・カンパニーによせられた登録作家38名・合計127点からなる作品を商品にし、売上の10％を被
災地の障害のある人のしごとの復興支援に活かすものです。会期中支援先の宮城県亘理郡山元町「工房地球村」の商品
も販売いたします。

報道関係者各位 2011年10月31日
タビオ株式会社

■タイヨウプロジェクトについて■タイヨウプロジェクトについて■タイヨウプロジェクトについて■タイヨウプロジェクトについて
エイブルアート・カンパニーは2007年の設立以来、障害のある人たちのアートを社会に発信し、仕
事につなげるプロジェクトに取り組んできました。
今回のタイヨウプロジェクトではタイヨウのデザインが施された製品の販売を行う期間限定ショップ

期間

会場

：2011年11月1日（火）～7日（月）

平日 11：00～20：00

土日祝 11：00～19：00

：丸の内オアゾ１階○○(おお)広場

URL ：www.ableartcom.jp

■■■■展開内容展開内容展開内容展開内容についてについてについてについて

エイブルアート・カンパニーの登録作家（知的・身
体・精神障害のあるアーティスト）が「タイヨウ」を
キーワードに描いた絵をプリントした製品。タビオと
の共同による靴下8種類・140点のほか、長袖Ｔ
シャツバッグやチャーム、缶バッヂやポストカード
などが販売されます。

■タビオ株式会社
タビオ株式会社は 1968 年に創業し、43 年の歳月の中で、「靴下を履いていることを忘れてしまうようなフィット感」を追求してまいりました。繊細な
履き心地の靴下をつくるために、長年の経験と技術を積んだ日本の職人たちがひとつひとつ丁寧に編み立てています。現在では「靴下屋」「タビオ
オム」「ショセット」「マイティソクサー」の靴下専門店ブランドを日本全国に 268店舗（2011年9月末現在）展開し、「Tabio」名の店舗をロンドンに 8 店
舗、パリに1店舗展開。 Made in Japan の履き心地とデザイン性は、ファッションの本場パリ・ロンドンでも高い評価を得ています。

■会社概要
社名 ： タビオ株式会社 （大証第二部証券コード ： 2668）
代表取締役社長 ： 越智 勝寛
創業 ： 1968 年3 月 （設立 1977 年3 月）
本社 ： 〒556-0011 大阪市浪速区難波中2-10-70 なんばパークス内パークスタワー16F

東京支店 ： 〒150-0031 東京都渋谷区桜丘町2-9 第1 カスヤビル5F

事業内容 ： 靴下の企画・製造・卸・小売、直営店靴下屋・タビオ・タビオオム・ショセット・マイティソクサーの展開、
： フランチャイズチェーン 靴下屋・マイティソクサーの展開

ホームページ ： http://www.tabio.com/jp/

リリースURL ： http://www.tabio.com/jp/corporate/news/1599/

＜地震の被害に対する支援について＞ http://www.tabio.com/jp/event/tabio_infomation/

今回のタイヨウプロジェクトではタイヨウのデザインが施された製品の販売を行う期間限定ショップ
の全国縦断とチャリティ作品展などを行い、その売上げの一部をたんぽぽの家（※）＆ネットワークに
よる東日本大震災支援プロジェクト「笑って基金」とし、被災地の障害のある人たちの“しごと”の復
興に取り組むものです。具体的には福祉施設の製品の開発、パッケージ等のデザイン改訂、アトリ
エ活動の支援、専門家の派遣、商品販売の機会の開拓などで、資金提供ではなく、施設や障害の
ある人たちが、精神的にも経済的にも自立し活動をしていくためのノウハウの提供などを行います。
※エイブルアート･カンパニーは財団法人たんぽぽの家を本部として、エイブル･アート・ジャパン（東京・任意団体）とＮＰＯ法人まる（福岡）の３者が連携し、共同で事業を行っています。


